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皇紀2600年を記念して作られた醤油醸造所である。本醸造所には当時の最先端の技術
が使われていることから、当時の技術を知る上で貴重である。主な資料としては、選
分機、蒸煮機、麦炒機、仕込み桶、麹蔵、蓄力機、圧搾機、清澄機などであり、仕込
み桶は現在でも使用している。麹室は建物の一部として作りこまれている。原料統制
令が出て、まともな醤油を作ることができなかった戦時中でも本醸造所のみは特別の
許可を得て、丸大豆を原料とする伝統的な醤油を作り続けてきた。このことによって
伝統的な醤油作りの技術が保存されたといってよい。野田の地にとって地域の象徴的
な資料群である。なお、本資料は宮内省御用達の醤油醸造用に作られた由緒あるもの
でもある。
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